
肝胆膵画像 第11巻第1号 2009年1月102

･Published by IGAKU-SHOIN Ltd.,1-28-23 Hongo,Bunkyo-ku,Tokyo.Ⓒ2009,Printed in Japan.

･本誌に掲載する著作物の複製権・翻訳権・上映権・譲渡権・公衆送信権(送信可能化権を含む)は㈱医学書院が保有いたします．

･ ㈱日本著作出版権管理システム委託出版物>

･本誌の無断複写は著作権法上での例外を除き禁じられています．複写される場合は，そのつど事前に㈱日本著作出版権管理シス

テム(電話03-3817-5670，FAX03-3815-8199)の許諾を得てください．

･医学書院ホームページ(インターネット)は http://www.igaku-shoin.co.jpです．

肝胆膵画像(第11巻第1号)

発 行 株式会社 医学書院

代 表 者 金原 優

〒113-8719 東京都文京区本郷1-28-23

☎ 本誌編集室直通 (03)3817-5714(担当)藤田・中田

FAX(03)3815-7802・3815-7982

E-mail：gazo＠igaku-shoin.co.jp
 

http://www.igaku-shoin.co.jp/mag/kantansui/

2009年1月15日発行(隔月15日発行)

定価3,675円(本体3,500円＋税5％)

2009年年ぎめ予約購読料21,930円(年間6冊)(送料弊社負担)

Medical Finderパーソナルオプション付 28,500円

(税込定価・送料弊社負担)

☎ 販売部直通 (03)3817-5659

振替口座 00170-9-96693

印 刷 所 ㈱ ア イ ワ ー ド ☎(011)241-9341(代)

広告取扱 ㈱文京メディカル ☎(03)3817-8036(代)

本号は，「CTHA/CTAPの歴史と今日的意義を考える」とい
うことで企画した．CTAPの歴史は金沢大学松井 修 教授が
1981年日本消化器病学会誌に掲載したのが世界初の報告であ
る．それ以来，CTの普及とともにCTHA/CTAPの果たしてき
た役割は極めて大きい．本法を用いることにより肝臓の動脈血
流と門脈血流の分離評価が可能であり肝結節性病変のみならず
肝臓全体の血流動態異常を詳細に評価することが可能となっ
た．また，IVR-CT，もしくはangio-CTといわれる装置が日本
国内で普及し，極めて簡便にCTHA/CTAPを得ることができ
るようになってきたことも日本ならではのことである．ただし，
このangio-CT装置があまり日本以外では普及しなかったこと
は，日本と諸外国との肝腫瘍や肝血流動態への緻密なアプロー
チがいかに異なるかということを如実に語っている事実であり
極めて興味深い．CTHA/CTAPの臨床的役割としては転移性
肝癌の検出や肝細胞癌のステージングに加え，もう1つの大き
な柱として肝細胞性の結節が門脈支配か動脈支配かを明らかに
することができ，それにより悪性度が異なるという松井教授一
門の仕事から明らかになってきたわけである．すなわち，この
ようなことを通じて肝癌の多段階発癌と血流動態とが極めて相
関することが明らかにされた．
ただし，一方では最近の流れとしては包括医療化ならびに64

列のMDCTや SPIO-MRI，EOB-MRIなどの普及やSonazoid
を用いた造影エコー法などの普及に伴い，その役割がやや変貌し
つつある．Sonazoid造影エコー法は標的結節に関しては結節内
の血流検出感度に関してはほぼCTHAと同等の動脈血流評価
が可能となってきた．また，CTHA/CTAPの欠点としてあまり
にも小さな病変を捉えることが可能になった反面，造影剤を圧
入することによる shuntや偽病変の描出も増加し診断の上では
かえってマイナスとなる場合もありoverall accuracyでみた場
合，CTHA/CTAPとMDCT＋EOB-MRIとが実際の臨床にお
いてどのくらいの違いがあるかについては議論の分かれるとこ
ろである．そのようなことからCTHA/CTAPは最前線の実地臨
床においてはもはや必須ではなくなる可能性も指摘されている．
ただし，このような詳細な動脈血流，門脈血流動態の分離評

価をEOB-MRIやMDCTを用いても到底評価し得ない病態や
腫瘍があることも確かである．また，まったく別の使用法とし
て肝細胞癌の経カテーテル治療において栄養血管を確実に同定
し，亜区域・区域塞栓療法を正確に行うといったうえでは極め
て有用なツールであることも間違いない．同じ血管造影をする
のであればangio-CT装置を使ってCTHA/CTAPで確認し
ながらTACEを行うことは緻密で，かつ正確な経カテーテル治
療につながる．そのような意味において少なくとも日本におい
てはCTHA/CTAPの意義は確実に存在するといえるであろ
う．ただ，CTHA/CTAPの開発当初から現在までの流れの中で
は他のmodalityの進歩とともにその役割は徐々に変化しつつ
あることも確かである．
今後，「最前線の一般病院における実地臨床に本当に必要かど

うか」という議論も，もちろん重要であるがアカデミックな意
味を含めた「病理・病態の本質に迫る」という意味での有用性
は区別して論ずる必要があると思われる．少なくとも肝臓を専
門とする先端施設においては今後もCTHA/CTAPの役割は
確実に存在すると考える． (工藤正俊)
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